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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は６月定例会が開
催予定です。

２月定例会号 ５月14日（土）
2022年（令和4年）第253号

発行　市 　 川 　 市 　 議 　 会
編集　議 会 運 営 委 員 会
市川市八幡 1-1-1 ☎ 334－1111
https://www.city. ichikawa. lg. jp/

cou01/1541000002.html

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

一
般
会
計
予
算
1,668
億
円
な
ど
を
可
決

委
員
会
提
出
の「
市
川
市
手
話
言
語
条
例
」を
可
決

◆
施　
政　
方　
針
（
要
旨
）

◆
当　
初　
予　
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
落
ち
着
い
た
後
の
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
見
据
え
、
将

来
に
渡
っ
て
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

（
市
政
運
営
の
基
本
方
針
）

【�

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
】　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
社

会
基
盤
整
備
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

【�

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
】　

イ
ベ
ン
ト
や
自
治
会
等
へ
の
支
援
を
行
う
他
、
こ
れ
か

ら
の
公
共
施
設
を
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
場
所
に
す
る
。

【�

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
】　

保
育
園
整
備
を
進
め
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
す
る
他
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
、
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
り
活
き
活

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
。

（
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
―
主
な
施
策
）

⑴�

真
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま
ち　

妊
娠
期
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施
策
、
保
育

の
質
の
向
上
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
ご
み
出
し
の
負
担
軽
減
施
策
な
ど

⑵�

彩
り
豊
か
な
文
化
と
芸
術
を
育
む
ま
ち　

芸
術
作
品
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
、
文
化
芸
術
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
計
画
的
な
改
修
な
ど

⑶�

安
全
で
快
適
な
魅
力
あ
る
ま
ち　

長
期
停
電
に
対
応
し
た
避
難
所
整
備
、
水
防
倉
庫
の
建

て
替
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
の
整
備
な
ど

⑷�

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち　

電
気
自
動
車
購
入
費
用
の
助
成
、
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
化
、

じ
ゅ
ん
菜
池
緑
地
の
井
戸
の
増
設
な
ど

⑸�

市
民
と
行
政
が
と
も
に
築
く
ま
ち　

電
子
市
役
所
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
、

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
、
市
の
広
報
媒
体
の
発
信
力
強
化
な
ど

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
学
び
直
し

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。
誰
も
が
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
乗
り
越
え
、
未
来
を
創

造
す
る
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
保
障
と
生
涯
学
習
の
機
会
確
保
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
教
育
委
員
会
は
、
市
長
と

の
総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
協
議
を
通
じ
、
新
し
い
時
代
の
学
び
に
求
め
ら
れ
る
課
題
を
共

有
し
な
が
ら
、
市
川
教
育
の
推
進
の
た
め
、
教
育
行
政
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

第
３
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
点
検
・
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
、
さ
ら
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
の
推
進
や
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
へ
対
応
し
て
い
く
。

（「
人
を
つ
な
ぐ�

未
来
へ
つ
な
ぐ�

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
―
主
な
施
策
）

⑴�

生
涯
を
通
じ
た
学
び　

自
動
車
図
書
館
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増
設
、
幅
広
い
学
び
の
機
会
の

提
供
、
史
跡
曽
谷
貝
塚
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
な
ど

⑵�

学
校
に
お
け
る
学
び　

特
別
支
援
学
級
等
に
補
助
教
員
を
派
遣
、
外
国
語
活
動
指
導
員
等

の
学
校
へ
の
派
遣
、
少
人
数
指
導
教
員
の
配
置
、
食
育
と
体
力
づ
く
り
な
ど

⑶�

教
育
環
境
の
整
備　

須
和
田
の
丘
支
援
学
校
の
校
舎
増
築
、
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
、
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
拡
充
な
ど

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
４
・
４
％
増
の
１
６
６
８
億
円
、
特
別
会
計

は
、
３
会
計
を
合
わ
せ
て
７
６
８
億
３
１
０
０
万
円
で
同
２
・
７
％
の
増
、
公
営
企
業
会

計
の
下
水
道
事
業
会
計
は
２
３
０
億
９
５
０
０
万
円
で
同
16
・
４
％
の
増
、
総
額
で
は

２
６
６
７
億
２
６
０
０
万
円
、
同
４
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議長選で投票する議員

２月定例会

　

市
議
会
は
、
令
和
４
年
２
月
定
例
会
を
２
月
８
日
か
ら

３
月
４
日
ま
で
開
催
し
、
第
74
代
議
長
に
松
永
修
巳
氏
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
村
越
祐
民
市
長
が
施
政
方

針
演
説
を
、
田
中
庸
惠
教
育
長
が
教
育
行
政
運
営
方
針
演

説
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

を
含
む
市
長
提
出
議
案
等
27
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ

に
施
政
方
針
、
教
育
行
政
運
営
方
針
を
含
め
て
、
各
会
派

が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
市
川
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」（
要
旨
に
つ
い
て
は
７
面
に
掲
載
）、「
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の
拡

大
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」、「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議
に
つ
い

て
」
等
の
発
議
８
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
議
会
は
、
市
長
提
出
議

案
の
17
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
他
、
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
報
告
２
件
を
承
認
し
、
諮
問
４
件
を

異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か
ら
は
、「
固

定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
追
加
議
案
１
件
も

提
出
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
た
８
件
の

う
ち
、
条
例
案
１
件
、
決
議
案
１
件
、
意
見
書
案
２
件

を
可
決
、
決
議
案
３
件
、
意
見
書
案
１
件
を
否
決
し
ま

し
た
。

�
(

代
表
質
問
は
２
～
６
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
８
面
に

掲
載
）

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

令
和
４
年
１
月
２
日
に
金
子
正
議
長
が
逝
去
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
今
定
例
会
初
日
の
２
月
８
日
、
本
会
議
に
お

い
て
、
後
任
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
有
効
投
票
数
40
票
の
う
ち
、
23
票
を
得
た

松
永
修
巳
氏
（
創
生
市
川
）
を
第
74
代
議
長
に
選
出
し
ま

し
た
。

　

松
永
修
巳
氏
は
、
平
成
15
年
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

現
在
５
期
目
。
こ
れ
ま
で
環
境
文
教
委
員
長
、
第
63
・
72

代
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
の
他
、
各
種
審
議
会
委
員
を
歴

任
（
原
木
１
丁
目
在
住
、
82
歳
）。

松永　修巳 氏議 長 に議 長 に


